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(57)【要約】
【課題】ディスプレイ用バックライトユニットに適用し
た際に、所望の光学特性を奏するようにする上で、光源
からの光が入射する箇所には、空気層などの低屈折率層
を介在させて、他の光学部材との接触を避け、前記箇所
とその周囲には明確な段差（高低差）を設け、且つ、サ
イドローブが発生しない構成の輝度制御部材を提供する
。
【解決手段】出射面側に、多数並べて配列された単位レ
ンズもしくはプリズムと、入射面側に突出した凸部と凹
部とが多数順番に並べられた凹凸形状とを備え、入射面
側の凹部は、出射面側の単位レンズもしくはプリズムか
ら入射された平行光の集光形状に対応した位置に配置さ
れ、前記凸部の全表面に光反射層が形成されていること
を特徴とする光学シートを用いる。
【選択図】図８



(2) JP 2009-98566 A 2009.5.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ用バックライトユニットにおける照明光路制御に使用される光学シートに
おいて、出射面側に、多数並べて配列された少なくとも１種類の単位レンズもしくは単位
プリズムと、入射面側に突出した凸部と、前記凸部に挟まれた領域であって前記凸部より
も高さの低い凹部とが多数順番に並べられた凹凸形状とを備え、前記入射面側の凹部は、
前記出射面側の単位レンズもしくは単位プリズムから入射された平行光の集光形状に対応
した位置に配置されており、前記凸部には、前記凸部と前記凹部の境界に挟まれた領域で
ある前記凸部の頂部、側部を含む全表面に光反射層が形成されていることを特徴とする光
学シート。
【請求項２】
　凹部の底面の形状は、平面であることを特徴とする請求項1に記載の光学シート。
【請求項３】
　凹部の底面の形状は、入射面側に凸の曲面を含む曲面形状であることを特徴とする請求
項１に記載の光学シート。
【請求項４】
　凸部頂部の凹部底面からの突出量は、1μm以上、９５μｍ以下であることを特徴とする
請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の光学シート。
【請求項５】
　凸部頂部の凹部底面からの光反射層を含む突出量は、６μm以上、１００μｍ以下であ
ることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の光学シート。
【請求項６】
　単位レンズもしくは単位プリズムと、前記凸部及び前記凹部は、一体で成型されている
ことを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の光学シート。
【請求項７】
　ディスプレイ用バックライトユニットにおける照明光路制御に使用される光学シートに
おいて、出射面側に、多数並べて配列された少なくとも１種類の単位レンズもしくは単位
プリズムと、入射面側に突出した凸部と、前記凸部に挟まれた領域であって前記凸部より
も高さの低い凹部とが多数順番に並べられた凹凸形状とを備え、前記入射面側の凹部は、
前記出射面側の単位レンズもしくは単位プリズムから入射された平行光の集光形状に対応
した位置に配置されたレンズフィルムを準備し、前記レンズフィルムの入射面側全体に、
光反射層を形成し、前記レンズフィルムの出射面側の単位レンズもしくは単位プリズムか
らレーザー光を照射し、前記レーザー光の集光部に対応する前記光反射層の部分を選択的
に除去して光反射層のない開口部を形成し、前記凸部の頂部、側部を含むその他の全表面
に光反射層を残すことを特徴とする請求項１～請求項６のいずれか１項に記載の光学シー
トの製造方法。
【請求項８】
　光拡散シートと請求項１～請求項６のいずれか１項に記載の光学シートと接合層を介し
て積層一体化し、且つ前記光拡散シートまたは前記接合層、前記光反射層、前記凹部とに
囲まれる空間にて空気層を有する構成であることを特徴とする光学シート。
【請求項９】
　直下型光源と、請求項１～請求項６、または請求項８のいずれか１項に記載の光学シー
トを備えることを特徴とするディスプレイ用バックライトユニット。
【請求項１０】
　画素単位での透過／遮光に応じて表示画像を規定する液晶表示素子からなる画像表示素
子と、請求項９に記載のバックライトユニットを備え、直下型光源が冷陰極管、有機EL、
あるいはＬＥＤであることを特徴とするディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、主に液晶表示素子を用いたディスプレイ（以下、液晶ディスプレイ）用バッ
クライトユニットにおける照明光路制御などの用途に使用される光学フィルムおよびその
製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＴＦＴ型液晶パネルやＳＴＮ型液晶パネルを使用した液晶表示装置は、主として
ＯＡ分野のカラーノートＰＣ（パーソナルコンピュータ）を中心に商品化されている。
【０００３】
　このような液晶表示装置においては、液晶パネルの背面側に光源を配置し、この光源か
らの光で液晶パネルを照明する方式、いわゆる、バックライト方式が採用されている。
【０００４】
　この種のバックライト方式に採用されているバックライトユニットとしては、大別して
冷陰極管（ＣＣＦＴ）等の光源ランプを、光透過性に優れたアクリル樹脂等からなる平板
状の導光板内で多重反射させる「導光板ライトガイド方式」（いわゆる、エッジライト方
式）と、導光板を用いない「直下型方式」とがある。
【０００５】
　導光板ライトガイド方式のバックライトユニットが搭載された液晶表示装置としては、
例えば、図１に示すものが一般に知られている。
【０００６】
　これは、上部に偏光板７１，７３に挟まれた液晶パネル７２が設けられ、その下面側に
、略長方形板状のＰＭＭＡ（ポリメタクリル酸メチル）樹脂やその他のアクリル樹脂等の
透明な基材からなる導光板７９が設置されており、該導光板の上面（光出射側）に拡散フ
ィルム（拡散層）７８が設けられている。
【０００７】
　さらに、この導光板７９の下面に、導光板７９に導入された光を効率よく上記液晶パネ
ル７２方向に均一となるように散乱して反射されるための散乱反射パターン部が印刷など
によって設けられる（図示せず）と共に、散乱反射パターン部下方に反射フィルム（反射
層）７７が設けられている。
【０００８】
　また、上記導光板７９には、側端部に光源ランプ７６が取り付けられており、さらに、
光源ランプ７６の光を効率よく導光板７９中に入射させるべく、光源ランプ７６の背面側
を覆うようにして高反射率のランプリフレクター８１が設けられている。
上記散乱反射パターン部は、白色である二酸化チタン粉末を含む混合物を、所定パターン
、例えばドットパターンに印刷し乾燥、形成したものであり、導光板７９内に入射した光
に指向性を付与し、光出射面側へと導くようになっており、高輝度化を図るための工夫で
ある。
【０００９】
　さらに、最近では、光利用効率をアップして高輝度化を図るべく、図２に示すように、
拡散フィルム７８と液晶パネル７２との間に、光集光機能を備えたプリズムフィルム（プ
リズム層）７４，７５を設けることが提案されている。
このプリズムフィルム７４，７５は導光板７９の光出射面から出射され、拡散フィルム７
８で拡散された光を、高効率で液晶パネル７２の有効表示エリアに集光させるものである
。
【００１０】
　しかしながら、図１に例示した装置では、視野角の分布は、拡散フィルム７８の拡散性
のみに委ねられており、その制御は難しく、ディスプレイの正面方向の中心部は明るく、
周辺部に行くほど暗くなる傾向は避けられない。そのため、液晶画面を横から見たときの
輝度の低下が大きく、光の利用効率の低下を招いていた。
さらに、図２に例示したプリズムフィルムを用いる装置では、プリズムフィルムの角度を
変えて組み合わせるために、枚数が２枚必要であるため、フィルムの吸収による光量の低
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下が大きいだけでなく、部材数の増加によりコストが上昇する原因にもなっていた。
【００１１】
　一方、直下型方式は、導光板の利用が困難な大型の液晶ＴＶなどの表示装置に用いられ
ている。
【００１２】
　直下型方式の液晶表示装置としては、図３に例示する装置が一般的に知られている。
これは、図の上部の偏光板７１、７３に挟まれた液晶パネル７２の有効表示エリアに、蛍
光管等からなる光源５１から射出され、拡散フィルム８２のような光学シートで拡散され
た光を高効率で液晶パネル７２に集光させるものである。
光源ランプ５１からの光を効率よく照明光として利用するために、光源５１の背面には、
ランプリフレター５２が配置されている。
【００１３】
　しかしながら、図３に例示する装置でも、視野角の分布は、拡散フィルム８２の拡散性
のみに委ねられており、その制御は難しく、ディスプレイの正面方向の中心部は明るく、
周辺部に行くほど暗くなる傾向は避けられない。そのため、液晶画面を横から見たときの
輝度の低下が大きく、光の利用効率の低下を招いていた。
【００１４】
　そのため従来より一つの解決方法として、図５に示すように拡散フィルム９０の上に図
４に示す輝度強調フィルム（Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ Ｆｉｌｍ 
ＢＥＦ　米国３Ｍ社の登録商標）を配置し、さらにその上に光拡散フィルム３００を配置
する方法が採用されている。ここでＢＥＦとは、透明部材上に断面三角形状の単位プリズ
ムが一方向に周期的に配列されたフィルムである。
このプリズムは光の波長に比較して大きいサイズ（ピッチ）である。ＢＥＦは、“軸外（
ｏｆｆ－ａｘｉｓ）”からの光を集光し、この光を観察者に向けて“軸上（ｏｎ－ａｘｉ
ｓ）”に方向転換（ｒｅｄｉｒｅｃｔ）またはリサイクル（ｒｅｃｙｃｌｅ）する。
【００１５】
　ディスプレイの使用時（観察時）に、ＢＥＦは、軸外輝度を低下させることによって軸
上輝度を増大させる。ここでいう「軸上」とは、観察者の視覚方向に一致する方向であり
、一般的にはディスプレイ画面に対する法線方向側である。
プリズムの反復的アレイ（配列）構造が１方向のみの並列では、その並列方向での方向転
換またはリサイクルのみが可能であり、水平および垂直方向での表示光の輝度制御を行な
うために、プリズム群の並列方向が互いに略直交するように、２枚のシートを重ねて組み
合わせて用いられる。
【００１６】
　ＢＥＦの採用により、ディスプレイ設計者が電力消費を低減しながら所望の軸上輝度を
達成することができるようになった。ＢＥＦに代表される、プリズムの反復的アレイ構造
を有する輝度制御部材をディスプレイに採用する旨が開示されている特許文献としては、
多数のものが知られており、例として特許文献１～３を挙げた。
上記のようなＢＥＦを輝度制御部材として用いた光学シートでは、屈折作用によって、光
源からの光が、最終的には、制御された角度でフィルムより出射されることによって、観
察者の視覚方向の光の強度を高めるように制御することができる。
【００１７】
　しかしながら、同時に観察者の視覚方向に進むことなく横方向に無駄に出射する、想定
外の光線が存在する。このためＢＥＦを用いた光学シートから出射される光強度分布は、
観察者の視覚方向に対する角度が０°における光強度が最も高められるものの、正面より
±９０°近辺に小さな光強度ピークが生じ、即ち、横方向から無駄に出射される光（サイ
ドローブ）が増えてしまうという問題がある。この様な光強度ピークを有する輝度分布は
望ましくはなく、±９０°近辺での光強度ピークのない滑らかな輝度分布の方が望ましい
。
【００１８】
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　また、軸上輝度のみが過度に向上すると、輝度分布の曲線のピーク幅が著しく狭くなり
、視野角が極端に限定されるため、ピーク幅を適度に拡げるために、上述のようにプリズ
ムシートとは別部材の光拡散フィルムを新たに併用する必要があり、フィルムの吸収によ
る光量の低下が大きいだけでなく、部材数の増加を伴ってしまうという問題がある。
【００１９】
　上述のように、この光学シートは、光の利用効率の向上だけでなく、光源のムラの除去
、ディスプレイの視域の確保など様々な機能が求められており、一般的には複数枚の光学
シートを重ね合わせることによって構成されている。しかしながら、光学シートの構成枚
数が多いと、ディスプレイの組立て時の作業が煩雑になり、また光学シートの間のゴミの
影響を受け、小型化や薄型化の妨げになるなどの問題がある。
【００２０】
　ところで、またこのような液晶表示装置では、軽量、低消費電力、高輝度、薄型である
ことが市場ニーズとして強く要請されており、それに伴い、液晶表示装置に搭載されるバ
ックライトユニットも、軽量、低消費電力、高輝度であることが要求されている。
特に、最近、目覚しい発展をみるカラー液晶表示装置においては、液晶パネルの透過率が
モノクロ対応の液晶パネルに比べ格段に低く、そのため、バックライトユニットの輝度向
上を図ることが、装置自体の低消費電力を得るために必須となっている。
【００２１】
　しかしながら、上述したように従来の装置では、高輝度、低消費電力の要請に充分に応
えられているとは言いがたく、ユーザからは、低価格、高輝度、高表示品位で、かつ低消
費電力の液晶表示装置を実現できるバックライトユニット及びディスプレイ装置の開発が
待ち望まれている。
【００２２】
　一方、プリズムではなく単位レンズの反復的アレイ構造を有する輝度制御部材を用いた
バックライトユニットを備える透過型液晶表示装置についての提案もあり（特許文献４参
照）、その一例に係る構成は図６に示される。
図６に示される表示装置は、液晶パネルと、この液晶パネルに背面側から光を照射する光
源手段とを備え、この光源手段に、光源からの光を液晶パネルへと導くレンズ層が設けら
れ、該レンズ層の焦点面近傍に開口をもつ遮光部を有することを特徴とする。
【００２３】
　図６に示される表示装置には、上部に偏光板１１，１３に挟まれた液晶パネル１２が設
けられ、その下面側に、略長方形板状のＰＭＭＡ（ポリメタクリル酸メチル）樹脂等から
なる導光板７９が配設されており、この導光板７９の下面に、導光板７９に導入された光
を効率よく上記液晶パネル１２方向に均一となるように散乱して反射させるための散乱反
射パターン部８３が印刷などによって設けられると共に、散乱反射パターン部下方に反射
フィルム（反射層）７７が設けられている。
導光板７９には、側端部に沿って光源ランプ７６が取り付けられており、さらに、光源ラ
ンプ７６の光を効率よく導光板７９中に入射させるべく、光源ランプ７６の背面側を覆う
ようにして高反射率のランプリフレクター８１が設けられている。
【００２４】
　散乱反射パターン部８３は、白色である二酸化チタン粉末等の混合物を、所定のパター
ン、例えばドットパターンにて印刷形成したものである。散乱パターン部８３などで散乱
した光は、導光板７９の上面から出射する。この光の出射側に、複数のレンズからなるレ
ンズ層１５を配置し、そのレンズ層１５を構成するレンズの焦点面近傍に、各レンズ毎に
対応する開口をもつ遮光層１８を設ける。
導光板７９から出射した光は、遮光層１８の開口部分のみを通過し、レンズ層１５に入射
する。遮光層は焦点近傍に配置してあるため、遮光層１８の一点からでた光は、レンズに
よってある一定の方向の光としてレンズ層１５から出射する。そこで、この遮光層１８の
開口の大きさによって、レンズ層から出射する光の方向を決定することが出来る。
【００２５】
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　特許文献４の請求項３に係る輝度制御部材の場合、レンズ層１５の入射部側の平坦面に
遮光層（＝光反射層）１８が形成される。特許文献４には、光反射層１８を形成する手法
については記載が見られないが、一般に、印刷（コーティング），転写，フォトリソなど
の各種手法が、適宜に選定される。
しかし、平坦面へのパターン形成につき、上記各種手法による光反射層１８の厚さには限
度（せいぜい数十μｍ程度）があり、ストライプ状の光反射層１８の表面とその間のレン
ズ層１５の開口部とは、明確な段差（高低差）を設けることが難しい。
【００２６】
　特許文献４の図１では、輝度制御部材の光反射層１８側と導光板７９側とを対向させて
積層しているが、明確な段差のない平坦面同士が接触することにより、導光板７９とレン
ズ層１５との境界が明確にならず、両者の屈折率が近い材質である場合には、光学的に両
者が密着した状態が発生し、開口部からの入射光が意図する角度でレンズ層１５に入射せ
ず、レンズ層１５による設計通りの光学特性を奏することが難しくなる。
【００２７】
　また、上記のようにエッジライト式の面光源を構成する導光板を採用しない直下型方式
のバックライトユニットに　上記輝度制御部材を採用する場合には、光源と輝度制御部材
との間に光拡散層（光拡散板単独，あるいは光拡散フィルムの併用）を介在させた構成が
一般的であるが、輝度制御部材と光拡散層との間でも上記と同様の問題を招くことになる
。
特に、輝度制御部材と光拡散層とを粘着層あるいは接着層を介して積層一体化する構成を
採用する場合には、開口部と光拡散層との間を粘着層あるいは接着層が埋める形となり、
予期せぬ入射光成分の発生（あるいは、光拡散層による機能の低下）を招きやすくなり、
設計通りの光学特性を奏することが一層難しくなる。
【００２８】
　従って、特許文献４に記載されるような輝度制御部材では、バックライトユニットに適
用した際に、所望の光学特性を奏するようにする上では、開口部と接触する光源側には、
空気層などの低屈折率層を介在させることが望ましい。
従って、導光板や光拡散層などの他の光学部材との接触を避けるために、開口部とその周
囲には明確な段差（高低差）を設ける構成も提案されている（特許文献５参照）。その一
例に係る構成は図７に示される。
【００２９】
　図７に示される光学シートは、片面に半円柱状凸シリンドリカルレンズからなる単位レ
ンズが並列されてなるレンズ部を有するレンズシート２で、その他面には、バックライト
光源側に面して光反射性の高い表面を有しており、その表面に入射した光をバックライト
光源側に反射する光反射層１を備え、その光反射層１は、前述のレンズシート２の単位レ
ンズそれぞれに１：１で対応して開口部を有するストライプ状であると共に、前記レンズ
シート２の反レンズ部側に、前記ストライプ状に対応した凸部に形成されてなる構成であ
ることを特徴とする。
【００３０】
　光反射層１は、前述のレンズシート２の単位レンズそれぞれに１：１で対応して開口部
を有するストライプ状であると共に、レンズシート２の反レンズ部側に、前述のストライ
プ状に対応した凸部に形成されてなる構成であるため、開口部は、その周囲との明確な段
差（高低差）が確保され、導光板や光拡散層などの他の光学部材との接触が確実に回避さ
れ、開口部には空気層が接触するため、設計通りの光学特性（視域制御）を奏するバック
ライトユニットの実現が容易となる。
【特許文献１】特公平１－３７８０１号公報
【特許文献２】特開平６－１０２５０６号公報
【特許文献３】特表平１０－５０６５００号公報
【特許文献４】特開２０００－２８４２６８号公報
【特許文献５】特開２００５－１４９０７９号公報
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【特許文献６】特開２００７－１２７９３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３１】
　特許文献５に示された提案の構成の一例を図７に示した。
この構成では図７の光線Aおよび光線Bのように凹部４に入射する光は、小さな出射角度（
シート面に対する法線方向に近い方向）で出射する。また光線Cのように凸部３の頂部に
ある光反射層１に入射する光は、光反射層１にて反射され光源側に戻されて再利用される
。
しかし、上記のようにストライプ状に形成した凸部にて、明確な段差（高低差）を確保し
た場合、図７の光線Dに示すように、凸部側面から入射した場合、横方向に出射されるた
め、前述のサイドローブが増えてしまうという問題点がある。
【００３２】
　従って、本願発明では、サイドローブが発生せず、且つ開口部の周囲との明確な段差（
高低差）が確保され、導光板や光拡散層などの他の光学部材との接触が確実に回避され、
開口部には空気層が確実に接触する構成の実現が課題である。
【課題を解決するための手段】
【００３３】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、請求項１の発明は、ディスプレイ用バ
ックライトユニットにおける照明光路制御に使用される光学シートにおいて、出射面側に
、多数並べて配列された少なくとも１種類の単位レンズもしくは単位プリズムと、入射面
側に突出した凸部と、前記凸部に挟まれた領域であって前記凸部よりも高さの低い凹部と
が多数順番に並べられた凹凸形状とを備え、前記入射面側の凹部は、前記出射面側の単位
レンズもしくは単位プリズムから入射された平行光の集光形状に対応した位置に配置され
ており、前記凸部には、前記凸部と前記凹部の境界に挟まれた領域である前記凸部の頂部
、側部を含む全表面に光反射層が形成されていることを特徴とする光学シートである。
【００３４】
　請求項２の発明は、前記凹部の形状が、平面形状であることを特徴とする請求項1記載
の光学シートである。
請求項３の発明は、凹部の底面の形状は、平面であることを特徴とする請求項1に記載の
光学シートである。
請求項４の発明は、凸部頂部の凹部底面からの突出量は、1μm以上、９５μｍ以下である
ことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の光学シートである。
請求項５の発明は、凸部頂部の凹部底面からの光反射層を含む突出量は、６μm以上、１
００μｍ以下であることを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の光学シ
ートである。
請求項６の発明は、単位レンズもしくは単位プリズムと、前記凸部及び前記凹部は、一体
で成型されていることを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の光学シー
トである。
【００３５】
　請求項７の発明は、ディスプレイ用バックライトユニットにおける照明光路制御に使用
される光学シートにおいて、出射面側に、多数並べて配列された少なくとも１種類の単位
レンズもしくは単位プリズムと、入射面側に突出した凸部と前記凸部に挟まれた領域であ
って前記凸部よりも高さの低い凹部とが多数順番に並べられた凹凸形状とを備え、前記入
射面側の凹部は、前記出射面側の単位レンズもしくは単位プリズムから入射された平行光
の集光形状に対応した位置に配置されたレンズフィルムを準備し、前記レンズフィルムの
入射面側全体に、光反射層を形成し、前記レンズフィルムの出射面側の単位レンズもしく
は単位プリズムからレーザー光を照射し、前記レーザー光の集光部に対応する前記光反射
層の部分を選択的に除去して光反射層のない開口部を形成し、前記凸部の頂部、側部を含
むその他の全表面に光反射層を残すことを特徴とする請求項１～請求項６のいずれか１項
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に記載の光学シートの製造方法である。
【００３６】
　請求項８の発明は、出射面側の面に、光拡散シートと請求項１～請求項６のいずれか１
項に記載の光学シートと接合層を介して積層一体化し、且つ前記光拡散シートまたは接着
層、前記光反射層、前記凹部とに囲まれる空間にて空気層を有する構成であることを特徴
とする光学シートである。
請求項９の発明は、表示画像を規定する画像表示素子の背面に、直下型光源と、請求項１
～請求項６、または請求項８のいずれか１項に記載の光学シートを備えることを特徴とす
るディスプレイ用バックライトユニットである。
請求項１０の発明は、画素単位での透過／遮光に応じて表示画像を規定する液晶表示素子
からなる画像表示素子と、請求項９に記載のバックライトユニットを備え、直下型光源が
冷陰極管、有機EL、あるいはＬＥＤであることを特徴とするディスプレイである。
【発明の効果】
【００３７】
　請求項１の発明によれば、下記に記す三点の効果が得られる。
（１）光学シートの入射面側に、単位レンズもしくは単位プリズム構造が形成されている
面側から光学シートに入射された平行光の集光形状に対応した開口部を有する光反射層が
配置されているので、バックライトユニットに用いた場合に光の利用効率が高い光学シー
トを提供することができる。
（２）前記開口部以外の部分に対応した凸部が形成されている構成であるため、前記開口
部は、その周囲との明確な段差（高低差）が確保され、導光板や光拡散層などの他の光学
部材との接触が確実に回避され、前記開口部には確実に空気層が接触するため、設計通り
の光学特性（視野角制御）を奏するバックライトユニットの実現が容易となる。
（３）前記凸部と前記凹部の境界に挟まれた領域である前記凸部の頂部、側部を含む全表
面に光反射層が形成されているため、凸部側面部からの光入射によって発生するサイドロ
ーブを防ぐことが可能となり、より光利用効率の高い光学シートを得られる。
【００３８】
　請求項２の発明によれば、前記凹部の底面の形状を平面にすることで、凹部面に入射し
た光を均一に配光するため、明るさムラの少ない光学シートを得ることができる。
【００３９】
　請求項３の発明によれば、前記凹部の底面の形状を入射面側に凸の曲面を含む曲面とす
ることで、凹部面に入射した光を集光し、必要な方向へより多くの光を集めることができ
る。集光方向を調整することで、例えば、観察者方向の明るさをより大きくすることがで
きる。
【００４０】
　請求項４の発明によれば、前記凸部頂上の前記凹部底面からの突出量を1μm以上にする
ことで、前記凹部と重ねる、拡散フィルム、拡散シートなどの光学部材との光学的密着を
防ぐことができ、また前記凸部頂上の前記凹部底面からの突出量を９５μm以下にするこ
とで、製造時に凹部に充填される光反射層のパターン加工が容易となり、材料コストを下
げることができる。
【００４１】
　請求項５の発明によれば、前記凸部頂上の前記凹部底面からの光反射層を含む突出量を
６μm以上にすることで、拡散フィルム、拡散シートなどの光学部材と積層一体化した場
合、容易に空気層を確保することができ、また前記凸部頂上の前記凹部底面からの光反射
層を含む突出量を、１００μm以下にすることで光反射層のパターン加工が容易となり、
材料コストを下げることができる。
【００４２】
　請求項６の発明によれば、前記単位レンズもしくは単位プリズムと前記凸部及び前記凹
部は、一体で成型されているので、生産効率がよく、また製品組み立て中のゴミ混入等の
環境からくる不具合を少なくできる。
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【００４３】
　請求項７の発明によれば、入射面側全体に光反射層を形成し、単位レンズもしくは単位
プリズム側からレーザー光を照射し、前記レーザー光の集光部に対応する前記光反射層の
部分を選択的に除去して開口部を形成し、前期凸部の頂部、側部を含む全表面に光反射層
を残すことで、簡易的に前期凸部の頂部、側部を含む全表面以外の光反射層の除去が可能
であり、所望の光反射層のパターンを得ることができる。
【００４４】
　請求項８の発明によれば、光拡散シートと本発明の請求項１～請求項６のいずれか１項
に記載の光学シートと接合層を介して積層一体化し、且つ前記光拡散シートまたは接合層
、前記光反射層、前記凹部とに囲まれる空間にて空気層を有する構成であることで光拡散
・集光機能を一枚のシートで得ることが可能である。
【００４５】
　請求項９の発明によれば、光の利用効率が高い光学シートを用いて、設計通りの光学特
性（視野角制御）を奏する、サイドローブを防ぐことが可能なバックライトユニットを実
現することが出来る。
【００４６】
　請求項１０の発明によれば、光の利用効率が高い光学シートを用いて、設計通りの光学
特性（視野角制御）を奏する、サイドローブを防ぐことが可能なバックライトユニットを
用いたディスプレイを実現することが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４７】
　以下、本発明をさらに詳細に説明する。
図８は本発明の一実施形態に係る光学シートの部分断面図である。
この光学シートは、レンチキュラーレンズ（ストライプ状の半円柱状凸シリンドリカルレ
ンズの反復アレイ構造）などの構造を持つレンズ構造面裏面に、凸部３と、凸部３に挟ま
れた領域に凸部３よりも高さの低い平面状の凹部４とが多数順番に並べられた凹凸形状を
有する。
前述の凹部４はレンズ面側から入射された平行光の集光位置に配置されている。前述の凸
部３の側部と頂部の全面には光反射層１が形成されている。
【００４８】
　光線Aおよび光線Bのように凹部４に入射する光は、小さな出射角度（シート面に対する
法線方向に近い方向）で出射する。また光線Cのように凸部３の頂部にある光反射層１に
入射する光は、光反射層１にて反射され光源側に戻されて再利用される。
光線Dのように凸部３の側部にある光反射層１に入射する光は、光反射層１にて反射され
凹部４に入射し、小さな出射角度で出射する。
【００４９】
　レンズシート２は、PET（ポリエチレンテレフタレート），PC（ポリカーボネート），P
P（ポリプロピレン），COP（シクロオレフィンポリマー）などの熱可塑性樹脂を用いて、
溶融押出成形法により作製する。
【００５０】
　レンズシート２の単位レンズもしくは単位プリズム形状は、所望の配光特性により適宜
形状を選択してよい。また単位レンズもしくは単位プリズムのピッチは、適宜選択してよ
いが、液晶パネルとのモアレ（干渉縞）、解像度、レンズ形状の賦型性などを考慮すると
、３０μm以上～２００μｍ以下が好適であった。
【００５１】
　レンズシート２の凸部３の頂上は、凹部４の底面からの突出量が、1μｍ以上９５μｍ
以下である。またその形状は特に限定されず、断面が、矩形、三角形、台形、円形状の一
部、楕円形状の一部となるような形状から適宜選択してよい。
【００５２】
　また他の形態として、レンズシート２の凹部４は、入射面側に凸の曲面を含む曲面形状
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でもよい（図９）。
光線Aおよび光線Bのように凹部４に入射する光は、小さな出射角度（シート面に対する法
線方向に近い方向）で出射する。
また光線Cのように凸部３の頂部にある光反射層１に入射する光は、光反射層１にて反射
され光源側に戻されて再利用される。
光線Dのように凸部３の側部にある光反射層１に入射する光は、光反射層１にて反射され
凹部４に入射し、小さな出射角度で出射する。
曲面の形状は、所望の配光特性により適宜形状を選択してよい。例えば、円形状の一部や
、楕円形状の一部、楕円面を基準面とし高次項により補正を加えた非球面形状などを選択
することが可能である。
【００５３】
　光反射層１の材料は、樹脂中に白色顔料を分散させたものが用いられる。白色顔料とし
ては二酸化チタン、炭酸マグネシウム、クレー、硫酸バリウム、酸化亜鉛、アルミナ、銀
などを用いることができる。
光反射層１の厚みを５μｍ超とすることにより十分な白色が得られ所望の反射率に調整す
ることができるとともに、擦れなどに対して十分な強度を持ち容易に剥離／脱落すること
がなくなる。また、光反射層１の厚みを１００μｍ以下とすることによりパターンの加工
形状を良好にするとともに材料コストを下げることができる。このような厚みを有する光
反射層１は、層の内部で光を反射することができるので、体積的な光反射層ということが
できる。
【００５４】
　次に、図１０～図１２を参照して、本発明に係る光学フィルムの製造方法の一例を説明
する。
【００５５】
　まず、図１０に示すようにしてレンズフィルムを製造する。図１０に示すような押し出
し機６０を用いて、溶融押出成形法によってレンズシート２を形成する。
押し出し機６０は、例えば、成形樹脂を投入するホッパー６１、樹脂を溶融混練しつつ押
し出すスクリュー６２、樹脂を加熱する複数のバレル（図示せず）、樹脂をシート状に押
し出すためのダイス６３などを備える装置である。
この押出機６０を用いて、ホッパー６１から、レンズシートを形成するための熱可塑性の
透明樹脂ペレットを投入し、バレル内で所定温度に加熱して溶融状態とし、ダイス６３か
ら、シート８０として押し出し、水平搬送して、対向配置された型ロール６４、６５に導
く。
型ロール６４、６５は、図１１に軸方向の断面を示すように、それぞれレンズ面５に対応
する金型面６４ａ、凸部３と凹部４に対応する金型面６５ａが、ロール表面の周方向に形
成されており、これら金型面６４ａ、６５ａによってシート８０の上下面を押圧しつつ回
転することにより、レンズシート２が連続成形される。
【００５６】
　表面にレンチキュラーレンズ、または凹凸部の逆形状が形成された成型用ロール６４、
６５としては、切削加工した金属型やこの金属型から所定の方法により複製した樹脂製の
型を、ロール表面に配設したものなどを用いることができる。
次に、レンズシート２のレンズ裏面に白色顔料を含有する光反射層１を形成する（図示せ
ず）。光反射層１の原料を、樹脂溶液に白色顔料を分散させた液状の白色インキとして供
給することができれば、印刷法、塗工法、転写法などを使用することができるので、生産
上都合がよい。必要に応じて、光反射層形成後に適宜ドライヤーなどを用いて樹脂の乾燥
／硬化を行ってもよい。
【００５７】
　印刷法としては、グラビア印刷法、シルク印刷法、オフセット印刷法、フレキソ印刷法
などを選択できる。ベタ印刷であるため、数度の重ね刷りにより、必要な厚さの反射層を
形成すればよい。塗工法としては、ロールコーター、ダイコーター、カーテンコーターな
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どを選択できる。転写法を用いる場合、転写箔を使用し、熱転写方式、接着や粘着を利用
した転写方式などを使用することができる。
【００５８】
　次に、図１２に示す方法で光反射層のストライプ加工を施す。図１２に示すように、平
行光としてレーザー光７をレンズシート２の単位レンズもしくは単位プリズム構造面側か
ら照射し、レーザー光７の集光部に対応する光反射層１の部分、すなわち凹部４の光反射
層１を選択的に除去しながら、レンズシート２に対してレーザー光７をストライプ長方向
（紙面に垂直な方向）に相対的に移動させて開口部６を形成する。
この操作を、レンズシート２に対してレーザー光７をストライプの配列方向（紙面の左右
方向）に沿って相対的に移動させて繰り返すことにより、凸部３の側部、頂部を含む全表
面に形成されるストライプ状の光反射層１を残すことができる。こうしてレンズシート１
の構造に応じた凹部４と、凸部３の側部・頂部を含む全表面に光反射層１が形成された凹
凸パターンを得ることができる。
【００５９】
　レーザー光７の波長は、光反射層１に充分なエネルギーを与えることができれば、特に
限定されない。ただし、レンズフィルムの透過率、光反射層１の吸収率などを考慮して、
ＹＡＧレーザー（波長１．０６４μｍ）やＬＤなどで得られる波長０．８μｍ以上のレー
ザー光を用いることが出来る。好ましくは近赤外波長のレーザー光である。
【００６０】
　ストライプ加工後に、光反射層１を固定化するために紫外線などの放射線を照射する手
法も有効である。充分な照射量の紫外線を照射して、表裏面の樹脂を充分に硬化させるこ
とにより、生産を安定させ、長期間使用しても変質が少ない製品を得ることができる。
【００６１】
　前記の最終的な加工を行った光学シートは巻き取り部で一旦巻き取ってもよいし、その
まま拡散板との貼合／接着を行うラインに接続して次工程を進めてもよい。
【００６２】
　光学シートを、光拡散機能を有する拡散板または拡散フィルムと貼合や接着することに
より一体化し、これを光源などの部材と組み合わせてバックライトユニットを構成し、さ
らに液晶パネルと組み合わせて液晶ディスプレイを製造することができる。
【００６３】
　　図１３に液晶ディスプレイの構成の一例を示す。複数の光源２０を含むランプハウス
２１およびランプリフレクター２２が設けられ、その上に拡散板４２、拡散フィルム４３
が重ねられる。拡散フィルム４３の上に、レンズシート２のレンズ構造面裏面に開口部６
を介してストライプ状の凹凸形状の構造を有し、凸部３の全表面に光反射層１が形成され
ている光学シート１０を重ねている。これらの部材によりバックライトユニット１９が構
成される。また、光学シート１０のレンズ構造面側には、偏光板３１、３２に挟まれた液
晶パネル３０が設けられている。これらの部材により液晶ディスプレイが構成される。
【００６４】
　図１４に液晶ディスプレイの構成の他の一例を示す。レンズシート２のレンズ構造面裏
面に開口部８を介してストライプ状の凹凸形状の構造を有し、凸部３の全表面に光反射層
１が形成されている光学シート１０は、開口部の空気層８を保持して、接合層を介して拡
散板４２に接着されている。拡散板４２の裏面側には複数の光源２０を含むランプハウス
２１および光反射版２２が設けられている。これらの部材によりバックライトユニット１
９が構成される。また、光学シート１０のレンズ構造面側には、偏光板３１、３２に挟ま
れた液晶パネル３０が設けられている。これらの部材により液晶ディスプレイが構成され
る。
【００６５】
　前述の図１３または図１４のバックライトユニット１９の構成で、光学シート１０の上
（光学シート１０と偏光板３２の間）に拡散フィルムを重ねる構成も、有効である。
【００６６】
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　前述の図１３または図１４の拡散フィルム４３の材料としては映像光波長に対し透明な
材料であって、光学部材に使用出来るものを用いることができるが、生産効率などを考慮
するとプラスチックフィルムを用いることが好ましい。プラスチックとしては、ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）樹脂を用いれば経験上取扱が容易で好ましいが、ポリメタ
クリル酸メチルなどのアクリル系樹脂、ポリカーボネート樹脂、アクリル－スチレン共重
合体、スチレン系樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂なども用いることができる。
【００６７】
　拡散板４２の材料には、投射する映像の再現に実用上差し支えない透過率と、機械的強
度があればよく、主なプラスチック材料としてメタクリルスチレン樹脂、アクリル樹脂、
ポリカーボネート樹脂などを使用することができる。プラスチック板以外にガラス板（フ
ロートガラス、青板ガラス、ＢＫ７など）を使用することもできる。
【００６８】
　なお、本発明に係る光学シートは、液晶ディスプレイ以外の用途にも使用することがで
きる。例えば、光学フィルムのストライプに適宜着色を施して用いることもできる。特に
ストライプを黒色に着色し、適切な拡散板と貼合／接着して、透過型スクリーンに用いる
こともできる。
【実施例】
【００６９】
以下、実施例に基づいて本発明を説明する。
本実施例においては、図８に示した光学シートを製造した。
【００７０】
　レンズシート２は、PC（ポリカーボネート）を用いて、図１０に示す押出機にて、溶融
押出成形法により作製した。
【００７１】
　レンズ５の形状は、ピッチ１４０μｍで楕円面を基準面とし高次項により補正を加えた
非球面形状とした。
【００７２】
　凸部３は幅８４μｍの矩形状で、凹部４は幅５６μｍの平面形状であった。凸部３頂上
の凹部４底面からの突出量は、５μmであった。
【００７３】
　このようにして得られたレンズシート２の凹凸面に、白色顔料として二酸化チタンを含
有した光反射層１を形成した。光反射層１の厚さは、凹部で１８μｍ、凸部で１３μｍで
あった。光反射層１を形成するための白色インキは、樹脂を含み、インキ中の顔料の割合
は８０重量％である。この光反射層１の光透過率は１５％であった。
【００７４】
　図１２に示した方法で、凹部４にある光反射層１の除去加工を行った。ＹＡＧレーザー
から出射された波長１０６４ｎｍのレーザー光７を、レンズシート１のレンズ構造面側か
ら照射し、レーザーを走査することによって、レーザー光７の集光部に対応する凹部４に
ある光反射層１を選択的に除去し、凸部３の側部と頂部の全表面に光反射層を形成した。
なお図１２における走査方向とは繰り返し照射時のレンズシート１の移動方向を示してい
る。
【００７５】
　この際、レーザー光のレンズシート２への入射角度を種々変化させてパターン形成への
影響を調べた。具体的には、法線方向に対する、レンズのストライプ長方向へのレーザー
光の傾き角を、０度、１０度、２０度、３０度と変化させたが、いずれの条件でもストラ
イプパターンを得ることができた。　また、法線方向にたいする、レンズのストライプ長
方向に直交する方向へのレーザー光の傾き角を前記と同様に変化させて入射させたが、い
ずれの条件でもストライプパターンを得ることができ、このことによりレーザー光の傾き
角を調整することで、除去する光反射層の位置の調整や、開口部の幅を調整することが可
能である。
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【００７６】
　ここに挙げた構成は本発明の一例でありこれに限定されるものではない。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
　本発明の光学フィルムおよびその製造方法は、主に液晶表示素子を用いたディスプレイ
用バックライトユニットにおける照明光路制御などの用途にとくに有用である。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】従来技術による液晶表示装置の構成例を示す説明図である。
【図２】従来技術による液晶表示装置の構成例を示す説明図である。
【図３】従来技術による液晶表示装置の構成例を示す説明図である。
【図４】従来技術によるＢＥＦの斜視図を示す説明図である。
【図５】従来技術による液晶表示用光学シートの構成例を示す説明図である。
【図６】従来技術による液晶表示用光学シートの構成例を示す説明図である。
【図７】従来技術による光学シート断面を示す説明図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る光学シート断面を示す説明図である。
【図９】本発明の実施の他の形態に係る光学シート断面を示す説明図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る光学シートのレンズシート製造方法を説明する模式
説明図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係る光学シートのレンズシートを製造する型ロールにつ
いて説明する断面図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係る光学シートの光反射層を除去する方法を説明する模
式説明図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の構成の一例を示す説明図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の構成の一例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００７９】
７１…　偏光板
７２…　液晶パネル
７３…　偏光板
７６…　光源ランプ
７７…　反射フィルム
７８…　拡散フィルム
７９…　導光板
８１…　ランプリフレクター
５１…　光源ランプ
５２…　ランプリフレクター
８２…　拡散フィルム
Ｆ…　軸方向
９０…　拡散フィルム
９２…　ＢＥＦ
３００…　拡散フィルム
１１…　偏光板
１２…　液晶パネル
１３…　偏光板
１５…　レンズ層
１８…　遮光層
８３…　散乱反射パターン部
１…　光反射層
２…　レンズシート
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３…　凸部
４…　凹部
５…　レンズ面
６０…　押出機
６１…　ホッパー
６２…　スクリュー
６３…　ダイス
６４…　型ロール
６５…　型ロール
８０…　シート
６４ａ…　レンズ面金型
６５ａ…　凸部・凹部金型
６…　開口部
７…　レーザー光
１０…　光学シート
４２…　拡散板
４３…　拡散フィルム
４４…接合層
１９…　バックライトユニット
２０…　光源ランプ
２１…　ランプハウス
２２…　ランプリフレクター
３０…　液晶パネル
３１…　偏光板
３２…　偏光板
８…　開口部
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